
理工系人材育成に関する産学官円卓会議（第10回）
平成29年5月22日（月）10:00-11:45

経済産業省別館9階 944共用会議室

公立大学における
「理工系人材育成に関する産学官行動計画」
に関する取組み
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（平成28年4月現在）

公立大学には各分野ごとに「部会」が設けられている。
理学部会には、理学系の学部・研究科を置く都市型総合大学を中心とした6大学が参加している。

工学部会には、同様に工学系の学部・研究科を置く都市型総合大学のほか、前橋工科大学や富
山県立大学など、地域の技術開発・産業振興の要請に応える、特色ある工学系の単科大学など、
16大学が参加している。

部会では、各大学の学部長・研究科長や事務局担当者らが一堂に会し、分野に共通する課題に
関する協議や、交流・研鑽が図られている。

理学部会参加校（6大学）※オブザーバー1大学

首都大学東京 横浜市立大学 大阪府立大学
大阪市立大学 兵庫県立大学 滋賀県立大学
会津大学（オブザーバー参加）

工学部会参加校（16大学）
公立はこだて未来大学 秋田県立大学
会津大学 前橋工科大学
首都大学東京 産業技術大学院大学
富山県立大学 名古屋市立大学 滋賀県立大学
大阪府立大学 大阪市立大学 兵庫県立大学
岡山県立大学 広島市立大学 高知工科大学
北九州市立大学

０）公立大学協会における理工系学部の連携

２



平成28年度理学部会（平成28年10月28日@姫路・西はりま地場産業センター）

○協議事項

・大学院教育のグローバル化への対応について

・ 研究と就職活動のバランス等について

・ダブルディグリー、ジョイントディグリー制度について

・大学院生やポスドクのキャリア、就職支援について

→ポストドクターに対するキャリア支援事業や、業界団体と

の連携などによって対応している状況について報告がな

された

・研究所等との連携大学院制度について

・分野横断型の大学院教育プログラムについて

・ 障がいのある学生への支援について

０）公立大学協会における理工系学部の連携
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平成28年度工学部会（平成28年10月20日@名古屋市立大学）

○協議事項

・工学部における教教分離

・地域企業との共同研究の促進について

→地域企業のニーズと大学の研究シーズとのギャップや

マッチングという課題の解決に向けて、報告・議論がなさ

れた。

・ リメディアル教育について

・大学院生の充足率と大学院修了後の進路について

０）公立大学協会における理工系学部の連携
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北九州地区大学連携教育研究センターによる人材育成

医療、福祉、工学・技術分
野の各専門有資格者等の
学修背景を補完・拡充

地域のニーズに応じた医
療・福祉・技術の学際的視
野を持った人材育成

▽働く高齢者を支える社会基盤の整備 ▽高齢者が快適に働く地域環境作り
▽的確なリサーチマインドを有する人材を活用した連携・協働教育体制の構築

行政機関からの高齢者就業率を
高め、産業競争力の維持・向上
による継続的な地域活性化という

要請に応える

民間企業からの熟練「ものづくり」
高齢者を支援する人材の確保と

いう要請に応える

ステークホルダー
北九州商工会議所

ステークホルダー
福 岡 県

ステークホルダー
北 九 州 市

連携校
北九州市立大学

連携校
九州工業大学

代表校
九州歯科大学

連携校
産業医科大学

○福祉分野と
工学・技術分野
に造詣の深い
医療職の育成

○医療分野と
福祉分野に造
詣の深い工学・
技術者の育成

○医療分野と工
学・技術分野に
造詣の深い福
祉職の育成

１）北九州市立大学・九州歯科大学の取組み
１．産業界のニーズと高等教育のマッチング方策、専門教育の充実 ―分野融合型・産学協働による教育プログラム―

５



２）大阪府立大学・大阪市立大学・兵庫県立大学の取組み
２．産業界における博士人材の活躍の促進方策 ―産業界への中長期研究インターンシップの促進― ①

６



７

２）大阪府立大学・大阪市立大学・兵庫県立大学の取組み
２．産業界における博士人材の活躍の促進方策 ―産業界への中長期研究インターンシップの促進― ②



「高校の先生のためのお手軽実験教室」

高校教員に科学技術の面白さを知ってもらい、高校生の科学技
術に対する関心の掘り起しを図る取組みとして、高校教員を対象
に大学の施設・器具を利用した簡単な実験を体験してもらう「実験
教室」を開催。

平成25年度より延べ64名の高
校教員の参加を得ている。
昨年度からは隔年で実施する
方針とし、次回は本年度中に開
催を予定している。

３）富山県立大学の取組み

８

３．理工系人材の裾野の拡大、初等中等教育の充実 ―中等教育の理系科目担当教員を対象とした研修講座の開講―


